
第1回有識者懇談会で出された意見への対応

平成27年12月7日

東北地方整備局

0

資料－１



■ 第1回有識者懇談会で出された意見への対応

指摘箇所 対応内容 骨子
（素案）

頁

本文
（素案）

頁

第2章東北ブロックの目指すべき将来の姿と社会資本整備の基本戦略

①計画期間が終わったときにどうなっ
ていたいかというビジョンが見えない。
６年後のあるべき姿の理念は何か。

・東北圏広域地方計画と共有してい
る将来像を 東北ブロックの将来像
として記載。

・重点目標のプロジェクト毎に目指す
べき姿として記載。

14頁

17頁
～36頁

6頁
～8頁

11頁
～30頁

②東北が抱える重大な課題である人
口減少に対し、社会資本整備がどのよ
うに関わり、対応していくかを考えてい
くべき。

・基本戦略（４）、（５）で、人口減少下
における地域の持続的な発展に社
会資本整備が関わっていくことを記
載。

15頁 9頁
（35行）
10頁
（17行）

③ユニバーサルデザインの“導入”で
はなく“考え方に基づき」とすべき。

・基本戦略（4）を修正。 15頁 10頁
（4行）

④グローバルゲートウェイ(空港)につい

ての記載があるが、施策に空港が入っ
ていない。空港そのものの整備はほぼ
完了しているはずなので、LCCの誘致

等のソフト的な施策を含めて記載して
はどうか。

・基本戦略（５）に対応し、重点施策
にゲートウエイ機能強化を追記、具
体の施策については、調整後に本文
に記載予定。

31頁 25頁
（25行）
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■ 第1回有識者懇談会で出された意見への対応

指摘箇所 対応内容 骨子
（素案）

頁

本文
（素案）

頁

第3章東北ブロックにおける社会資本整備の重点目標

①構成の立て方として、東北でしかで
きないこと・世界にアピールできること
から目標(将来像)を設定し、そのため
に欠けていること(課題)は何かという流
れにすべき。

・目指す姿→そのために解決すべき
課題という流れに修正。

17頁
～36頁

11頁
～30頁

②海洋管理や資源開発は本計画には
含まれないのか。

・広域地方計画の中で目指すべき姿
として反映。

－ －

③大まかな施策にとどまっている部分
と、具体が書いてある部分(バイパス整
備など)の記載レベルに差が見られる
ので、統一すべき。

・今後の本文へ関係機関と調整した
個別事業名を具体的に記載すること
で、記載レベルを統一。

17頁
～36頁

11頁
～30頁

④より良い復興という言葉は一般的で
はなく伝わりづらいため、目指す復興
の姿に関する言葉を補った方がよいの
ではないか。

・「復興及び、被災前以上の発展」と
いう表現に変更。

17頁 11頁
（8行）
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■ 第1回有識者懇談会で出された意見への対応

指摘箇所 対応内容 骨子
（素案）

頁

本文
（素案）

頁

第3章東北ブロックにおける社会資本整備の重点目標

⑤福島第一原発事故からの復興に関
して、インフラ整備でどのように関与し
ていくのか記載できれば良いのではな
いか。

・重点目標1‐①の重点施策に追加で
記載。

17頁 11頁
（20行）

⑥住民との協働に関して、積極的に打
ち出してよいのではないか。

・第４章「計画を推進するための方
策」に「協働」という表現を記載。

37頁 31頁
（16行）

⑦インフラ老朽化については、主要取
り組み事例だけでは乗り切れないので
はないかと思われる。老朽化対策につ
いてもう少し厚く記述して欲しい。

・老朽化対策の取組について新技術
活用等を追加。（点検の新技術（ロ
ボット技術）の導入事例など）（骨子
案）

24頁 17頁
（16行）

⑧復興後の持続的な発展という観点か
らの施策についても考えてもらいたい。

・地域の発展に資する復興道路等の
施策（事業）を今後、本文に具体的
に記載。

・また地域の持続的発展について目
指す姿として重点目標3‐①に記載。
個別具体事業は調整後、記載。

17頁

25頁

11頁

19頁
（6行）
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■ 第1回有識者懇談会で出された意見への対応

指摘箇所 対応内容 骨子
（素案）

頁

本文
（素案）

頁

第3章東北ブロックにおける社会資本整備の重点目標

⑨中心市街地活性化に関して、空き家
対策(国土交通省の特定空き家空き地
対策等)についても記述すべき。

・重点施策に「空き地・空き家対策」
を追加。

25頁 19頁
（14行）

⑩コンパクト＋ネットワークの部分が
ネットワーク論に傾きすぎている印象。
コンパクト論が少なすぎてコンパクトシ
ティのイメージがしにくい。

・重点目標3‐①の主要取組の事例に

考え方を示す説明図やコンパクトシ
ティの事例を追加（骨子案）。

26頁 19頁
（14行）

⑪中心市街地活性化と大型ショッピン
グセンターによる地域経済活性化は、
ある意味相反する事柄であり、同列で
語られるのには違和感がある。（骨子
案）

・大型ショッピングセンター関係の事
例（三陸沿岸道路整備による都市機
能の相互補完の事例）は、コンパクト
＋ネットワークの施策とは異なるの
でここでは掲載しない（骨子案）。

26頁 －

⑫生活の拠点だけでなく、仕事の拠点
ともネットワークをつなげていくことがコ
ンパクト＋ネットワークではないか。

・重点施策にネットワーク整備の他
に、公共交通利用促進のための取
組等を記載して、生活・仕事の拠点
をつなげていくことも含んでいる。

25・26頁 19頁
（7行）
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■ 第1回有識者懇談会で出された意見への対応

指摘箇所 対応内容 骨子
（素案）

頁

本文
（素案）

頁

第3章東北ブロックにおける社会資本整備の重点目標

⑬石巻～新庄～酒田等の横串の整備
の重要性を明らかにし、横軸を整備し
てネットワークとして機能させる必要が
ある旨を記載すべき。

・重点目標4‐①の重点施策の主要取

組として「格子状ネットワーク」の強
化について掲載し、R47の地域高規

格道路（石巻～新庄～酒田）につい
ての記載を追加（骨子案）。今後、主
要取組（具体事業）への記載を検討・
調整。

30頁 23頁

⑭競争力のある産業を支援するネット
ワークに関して、ミッシングリンクの早
期解消の記載を入れるべき。

・重点目標4‐①にミッシングリンクの
早期解消の表現を追加。

29頁 23頁
（16行）

⑮TDMの内容については、もう少し網
羅的に記載すべき。

・重点目標5‐①のソフトにＴＤＭにつ

いて、網羅的にメニューを記載（骨子
案）。今後、主要取組（具体事業）へ
の記載を検討・調整。

33頁 27頁
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■ 第1回有識者懇談会で出された意見への対応

指摘箇所 対応内容 骨子
（素案）

頁

本文
（素案）

頁

第3章東北ブロックにおける社会資本整備の重点目標

⑯豊かな自然・歴史・文化が東北のポ
イントであり、もう少し記載すべきでは
ないか。

・東北の魅力を活かしたまちづくりの

事例を追加（骨子案）。今後、主要取
組（具体事業）への記載を検討・調整。

36頁 29頁

⑰インフラツーリズムについては、防災
や地域の特性・特徴の伝承といった観
点から推進していくような書きぶりにし
て頂きたい。

・重点目標4‐②の重点施策にインフ
ラツーリズムに関する記載を追加。

31頁 25頁
（17行）
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